
TOKYO GX ACTION2026 実行委員会 

第５回 議事次第 
 

日時：令和８年６月８日(月)  

１４：１５～１４：４０ 

                 場所：会場とオンラインのハイブリット開催 

 

 

１ 審議事項 

（１）主催イベントの内容について 

（２）委託契約の締結について 

フォーミュラＥ東京大会を契機としたＧＸの広報に係る企画運営業務委託 

（３）委託契約の締結について 

東京ブランドアイコン等を活用した広告掲出業務等 委託 

 

２ 次回実行委員会の開催予定 

主催イベント実施報告を目的として８月に開催予定 

 

 

 

＜配布資料＞ 

・資料１－１ 主催イベントの概要 

・資料１－２ 主催イベントの実施内容 

・資料２－１ 委託契約の締結について 

・資料２－２ FORMULA E x TOKYO GX ACTION FAN VILLAGE   

・資料３－１ 委託契約の締結について 

・資料３－２ 東京ブランドアイコン等を活用した広告掲載  

・参考資料１ 第５回 TOKYO GX ACTION2026 実行委員会出席者名簿 

・参考資料２ TOKYO GX ACTION2026 実行委員会設置要綱 

 



イベント計画概要

1

日 時

会 場

併催イベント

主 催

2026年7月25日（土） / 7月26日（日）2日間
開催時間：11:00〜20:00（両日とも）

東京ビッグサイト（国際展示場）西1〜4ホール
〒135-0063 東京都江東区有明３丁目１１−１

2026 TDK Tokyo E-Prix 及びファンビレッジ
（主催：Formula E Operations Limited）

TOKYOGXACTION2026実行委員会

名 称 TOKYO GX ACTION MUSEUM
（トウキョウジーエックスアクションミュージアム）

別紙１－１ TOKYO GX ACTION MUSEUM （実行委員会主催イベント） - 基本情報 -

会場全体図

Formula E Fan Village
Formula E 

Emotion Club

Formula E 
Media Centre

Formula E 
Staff erea

西３
ホール

西4
ホール

西1
ホール

西2
ホール

アト
リウ
ム

東１〜３ホール

東京ビッグサイト西１〜４ホール

出 展 者 数 ６５社（６月８日現在）

西３・４（上層フロア）

● GX DRIVE
● GX LAB / GX ART＆FASHION
● アトリウム インフォメーション、都施策紹介等

西１・２・アトリウム（下層フロア）

● GX STAGE
● GX FOOD 

東４〜６ホール
大規模改修中

主催イベントの概要 資料1-1
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ターゲット＆ゾーニング

設定した５つのターゲットセグメントに応じて、「好き」「やってみたい」を入り口にゾーニングを設計。 
各ゾーンごとにワークショップの体験を用意し、自分事化することによりイベント参加後もGXの取組を促進する。 

Zone1 Zone2 Zone3 Zone4 Zone5 

各 ゾ ー ン に お い て 体 験 型 コ ン テ ン ツ を 多 数 取 り 入 れ る こ と で
Ｇ Ｘ へ の 理 解 を 促 進

CO2削減量の可視化：デカボスコアの活用 行動・回遊の促進：電子スタンプラリーの活用

都 民 一 人 ひ と り の 好 き を エ ネ ル ギ ー に 。  

あらゆるコンテンツに対して 
デカボスコアを活用し貢献度を可視化。 

会場全体を舞台にしたスタンプラリーで 
GX ACTION 促進 & 会場回遊促進を狙う。 

商品/サービスのCO₂排出量を削減率(%off)で
可視化するデカボスコアをイベント全体で活用。
より脱炭素貢献の高い活動を促進。

通年プロモーションにおけるスタンプラリーを
継続して活用。会場の広さを利用し、スタンプ
ラリーのポイントを散りばめて場内回遊を促進

2025年 環境大臣賞をW受賞

STEP 01
STEP 02

STEP 03
STEP 04

素材、加工、輸送など
製品の工夫に関する情報を提供

ISO規格(14040/14044)に沿って
LCAエキスパートが排出量を算出

第三者機関の専門家がISO規格に
沿った算出の確認

SuMPOは日本国内で唯一のISO14025準拠EPD
(エコリーフ環境ラベル)を運営・認証している団体

デカボスコアの納品 +
マーケティング支援

各企業

Earth hacks

SuMPO
一般社団法人サステナブル

経営推進機構

Earth hacks / 弁護士チェック

300社1,500アイテム以上が導入

● デカボスコアとは
従来品と比較した自社製品・サービス
のCO2排出量削減率

主催イベントの概要



2026年06月8日

資料1-2主催イベントの実施内容



イベント概要
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イベント基本情報
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日 時

会 場

併催イベント

主 催

2026年7月25日（土） / 7月26日（日）2日間
開催時間：11:00〜20:00（両日とも）

東京ビッグサイト（国際展示場）西1〜4ホール
〒135-0063 東京都江東区有明３丁目１１−１

2026 TDK Tokyo E-Prix 及びファンビレッジ
（主催：Formula E Operations Limited）

TOKYOGXACTION2026実行委員会

名 称 TOKYO GX ACTION MUSEUM
（トウキョウジーエックスアクションミュージアム）

別紙１－１ TOKYO GX ACTION MUSEUM （実行委員会主催イベント） - 基本情報 -

会場全体図

Formula E Fan Village
Formula E 

Emotion Club

Formula E 
Media Centre

Formula E 
Staff erea

西３
ホール

西4
ホール

西1
ホール

西2
ホール

アト
リウム東１〜３ホール

東京ビッグサイト西１〜４ホール

出 展 者 数 ６５社（６月８日現在）

西３・４（上層フロ
ア）

● GX DRIVE
● GX LAB / GX ART＆FASHION
● アトリウム

西１・２・アトリウム（下層フロア）

● GX STAGE
● GX FOOD 

東４〜６ホール
大規模改修中

イベント計画概要



イベント基本方針
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ひとりひとりの ACTIONが加速する、
体験型GXミュージアム。

GXに関する理解はもちろんのこと、都民ひとりひとりが、何がGX ACTIONかを理解し、
その場でGX ACTIONに取り組むことができ、日常でもGX ACTIONを続けられるようなきっかけを提供する、

「GX ACTIONの体験」に特化した、体験型GX MUSEUMを目指します。

イ ベ ン ト 制 作 方 針

脱炭素につながる素材の使用など、イベント自体がGXに寄与するものに。1┃

2┃展示のみではなく、何らかの「体験」ができるブースを可能な限り用意。

3┃

Event Concept

イベントを通じて、GXという概念自体への理解・共感を生む設計に。

施工素材、ごみの分別など、可能な限り、イベント自体がGXにつながるよう留意

来場者が、GX ACTIONとして日々の生活で意識、実践できるきっかけとして、「体験」に重きを置いたイベント設計に。

TOKYO GX ACTION MUSEUMへの来場を通じて、GXというエネルギー転換そのものの必要性を理解、共感できるイベント設計に。



イベント計画概要 – ターゲットとゾーニング
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ターゲット＆ゾーニング

設定した6つのターゲットセグメントに応じて、「好き」「やってみたい」を入り口にゾーニングを設計。 
各ゾーンごとにワークショップの体験を用意し、自分事化することによりイベント参加後もGXへの取組を促進する。 

Zone1 Zone2 Zone3 Zone4 Zone5 

× × × × × 
※各ソーンのWSで、全体の回遊を促す

可視化：デカボスコアの活用 行動促進：プラチナラリーの活用

都 民 一 人 ひ と り の 好 き を エ ネ ル ギ ー に 。  

あらゆるコンテンツに対して 
デカボスコアを活用し貢献度を可視化。 

会場全体を舞台にしたプラチナラリーで 
GX ACTION促進&会場回遊促進を狙う。 

コミュニケーションアイコンとして活用した
デカボスコアをイベント全体で継続して活用。
一つ一つのアクションの貢献度を可視化。

プラチナラリーも継続して活用。
会場の広さを利用し、プラチナラリーのポイン
トを散りばめて会場内の回遊を促す。



デカボスコアとは
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デカボスコアとは

① 思わず目が行く「% Off」表示
② 直感的に意味が理解できるマーク
③ 比較対象(=生産者の工夫)が気になり、

応援購入を促す仕掛け

2025年 環境大臣賞をW受賞

STEP 01
STEP 02

STEP 03
STEP 04

企業様

Earth hacks

SuMPO
一般社団法人サステナブル

経営推進機構

素材、加工、輸送など
製品の工夫に関する情報を提供

ISO規格(14040/14044)に沿って
LCAエキスパートが排出量を算出

第三者機関の専門家がISO規格に
沿った算出の確認

SuMPOは日本国内で唯一のISO14025準拠EPD
(エコリーフ環境ラベル)を運営・認証している団体

文言の弁護士Checkも

デカボスコアの納品 +
マーケティング支援

森・濱田松本法律事務所パートナー
(消費者庁出向経験有)

Earth hacks

行動経済学に基づいて設計され、国際規格に基づき信頼性･正確性の高い算定を実現

300社1,500アイテム以上が導入
エコプロアワード 気候変動アクション環境大臣表彰

など

従来品と比較した自社製品・サービス
のCO2排出量削減率



イベント計画概要 – 各ゾーン構成
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出展企業の車両展示に加え、日々の暮らしでGX
につながる車両の試乗体験ができるゾーン。 

Zone3：FOOD

地球にやさしいトッピングや環境配慮型の容器にもこ
だわったラーメンフェスなどを実施。 
国民食ともいえるラーメンを切り口に、 GXにどうつな
がるかの理解を促していく。 
おいしくお腹を満たしながら、ＧＸを考えるゾーン。 

Zone1：Tech

GX ACTIONを推進する企業の出展を中心に、 
先端GXテクノロジーを体験することができるゾーン。 

Zone2：CAR

アールイー株式会社

未利用資源である廃
棄物性油脂資源を活
用したバイオ燃料精
製の取組紹介

株式会社ごみの学校（環境分野のスタートアップ）

家庭から出たプラス
チックを分別・破
砕・成形し、未来の
クルマづくりを体験

株式会社Helio （ディープテック/GX系スタートアップ）

走行中・駐車中に
太陽光で補電でき
るマイクロモビリ
ティを展示

日産自動車（日産わくわくエコスクール）

モニターに教材を映写し、
地球温暖化とEVのお話＋
手回し発電機とEVモデルカー
による充放電・走行実験

出展企業：家電メーカー各社、GXスター
トアップ企業 等 
出展企業数：１９社（6月8日現在） 

出展企業：車メーカー各社、次世代モ
ビリティメーカー 
出展企業数：１３社（6月8日現在） 

出展企業：中野ラーメン祭実行 
委員会, 都内人気店, 料理家 
出展企業数：１６社（6月8日現在） 

ラーメンストリート出展予定（8店舗予定）
 ※環境配慮型のトッピング、容器等を利用

ローカルフードサイクリング（株）
（半径2kmでの栄養循環を目指す社会起業家型ベンチャー）

バッグ型コンポストに生
ごみをいれる体験を通し
てコンポストの使い方や
微生物の働きを学ぶ

【出展コンテンツイメージ】 【ワークショップイメージ】
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イベント計画概要 – 各ゾーン構成

別紙１－４ TOKYO GX ACTION MUSEUM （実行委員会主催イベント） - ゾーン構成について ② -

株式会社モーンガータ
（ビューティーテック系スタートアップ）

雑貨、文具、建材や
印刷インキにまで広
がるコスメの再活用
例をご紹介

PEEL Lab株式会社
（バイオテック・環境分野のスタートアップ）

パイナップル製の扇子に
絵の具でデザインをし、
オリジナルの扇子を作る
ワークショップ

Zone4：ART/FASHION

GX関連のアート、ファッション企
業の製品を体験できるゾーン。ス
テージ登壇タレントによる 
キュレーションコーナーも併設。 

都民ひとりひとりの好きを入り口にGX ACTIONをテーマに 
2日間で多数のステージコンテンツを実施。 
 

Zone5：Entertainment

出展企業：J WAVE, Earth 
hacks, エシカルファッショ
ンブランド  
出展企業数：１７社 
（6月8日現在） 

アーティストによるスペシャルLIVE 
ハロプロスペシャルユニット

「「DECA!BEAT（デカビート）」 

TOKYO GX ACTION デカボチャレンジ決勝 
大学生によるＧＸ分野のピッチコンテスト 

J-WAVEによる公開収録 
ＧＸを発信してもらい、事前の広報集客や興味のなかった層にも広く訴求 

SWEET   STEADY   
Day1：
7/25(土)

Day2：7/26(日)

SNSでの発信が強みで、
若年層の男女を中心に
絶大な勢いがあるユニット。
ＧＸを発信してもらい、興味の
なかった層にも広く訴求

ハロプロ各グループから選抜
された「デカボ」を応援する
ユニット。
男女ともにファン層を抱える

ステージコンテンツの狙い
〇 広報強化︓ＳＮＳ発信に強く勢いのあるアイドル等の起用で、より効果的なイベント広報を期待

出演アーティストによるＳＮＳ発信・J-WAVEにおける番組での告知
〇 ＧＸターゲット層の拡大︓若年層、ファミリー層にリーチさせるコンテンツを用意

若年層に人気のアーティストのスペシャルライブによる来場動機の後押しに加え、J-WAVEの公開
収録等により、これまでＧＸに興味のなかった層にも広く訴求できるコンテンツを提供予定。

〇 企業連携︓出展企業によるステージ利用を検討中

【出展コンテンツイメージ】 【ワークショップイメージ】

【ステージコンテンツイメージ】



全体平面図1階
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全体平面図1階
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周遊促進
プラチナラリー

48



プラチナラリー概要
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GXアクションを分かりやすく表現した「デカボスコア」とそれをベースに、
手軽にGXアクションに参加できる「プラチナラリー」を大規模イベントだけでなく全期間を通して開催する。
どのイベントで接点を持ってもプラチナラリーで行動変容までを促すことができる設計に。

プラチナラリー画面

景品（例）



TOKYO GX ACTION プラチナラリー 2026 ・・・ 合計2個のスタンプラリーを開催

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 7/25,26

プラチナラリーで全ての企画を横断 ① 通期プラチナラリー ：GXアクションの理解促進・行動換起とともに、7月大規模イベントへ送客が狙い。
② 7/25-26限定 ：大規模イベント専用のスタンプラリーCPを実施し、会場内の回遊を促す。

スタンプラリー①

大規模イベント限定
プラチナラリー施策

• 期間 ：7/25-26

• スタンプ内容：
大規模イベント内容に
沿って制作（ブースの
回遊を促すようなスタ
ンプも設置）

• 景品 ：イベント会場で
GETできる景品

スタンプラリー②

スタンプラリー①

通期プラチナラリーで得られる特典の中に、
「FEチケット当たる！」や「イベントで引換え可能なドリンク券」など
受け取るためにはイベントに行く必要がある特典も用意することに
よってイベントの告知並びに送客を行う。
また、「アーティストLIVEの特別観覧席」なども景品に入れることに
よって、コンテンツ力を活かしたプラチナラリーの集客を行う。

通期→大規模イベントへの送客

通期プラチナラリー施策
• 期間 ：仮 2/27（金）〜 7/26（日）
• スタンプ内容 ：2025年に開催したものと同じ50個のGXアクション+SNSシェア＝51スタンプ

   前回踏襲なので追加デザイン制作費などはなし。
  Pラリー使用料（月額）、景品代、獲得広告予算

• 景品 ：2月から参加して下さった方も飽きないように「2-4月」「5-7月」で景品を更新

50



広報計画
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広報戦略 波状的発信による認知・想起の蓄積

情報発信の重層効果

段階的なリリースで来場ターゲットへの接触頻度と濃度を上げる設計。
各フェーズの発信が「認知の到達」と「想起の上書き」を継続的に積み重ね、開催直前のピークまで関心を増幅させる。

重層的効果のポイント
各リリースは前段の発信にさらに蓄積されていく。新規層には認知を、既接触層には想起を獲得し、開催直前まで関心の濃度を増幅させる。

第1弾＝認知到達／第2弾＝来場検討／第3弾＝意向の確定／直前PUSH＝当日来場の最終トリガー、と役割を明確に分けて設計する。

第2弾リリース：来場想起の喚起

認知・想起

7/25-26 本番6/10予定 7/2予定 7/17予定

恒常発信（HP・SNS継続）＋ 事前イベント（SATOYAMA SATOUMI、TTDM、ギタージャンボリー等）

第1弾リリース：認知獲得

第3弾リリース：来場意向の確定

直前PUSH

事後広報

イベントレポートを活用し、
継続的な事後発信を目指す

事前イベントに関連したプラチナラリーの参加者数はKPIを達成済み。
行動喚起を起こせているという点では、情報発信として一定の効果を達成しているため、プラチナラリーの持つ「行動→継続→報酬」という構造
が成功しているということを踏まえ、今後の情報発信でもこの視点を打ち出しつつ、情報発信を行う。

1月〜
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当日メディア誘致施策｜オープニングセレモニー＋会場ツアー

当日の取材機会を最大化する設計

リリース発信に加えて、開催当日1~2週間前を目処に主要メディアを「呼び込む」施策とともにメディア誘致を実施。
オープニングセレモニーで“絵になる瞬間”を提供し、その後の会場メディアツアーで体験コンテンツの取材機会を集中提供する。

ACTION 01

オープニングセレモニー招待
ねらい

開幕の“絵になる瞬間”をメディアに集中提供。テープカット／トーク／フォトセッ
ションを30分以内に集約し、当日の昼ニュース・夕方ニュース枠での露出獲得を狙う。

招待対象

在京キー局・新聞社・GX／環境系専門メディア・ライフスタイル系Webメディア
（PR会社経由でリスト化）

登壇想定

東京都／博報堂／Earth hacks／出演アーティスト代表（SWEET STEADY または
DECA!BEAT）／GXアンバサダー

ACTION 02

会場メディアツアー
ねらい

セレモニー後にPR会社のアテンドで会場の体験コンテンツを30〜45分で巡回。各
ゾーンで“見どころ”と“担当者コメント”をワンストップで提供し、放送・記事化まで
の摩擦を最小化。

巡回ゾーン（想定）

GX STAGE（求心装置）／TTDM（体験装置）／フォーミュラE連携エリア／キッ
ズ・親子向けワークショップ

提供素材

プレスキット（リリース・写真・スポークスパーソン情報）／会場マップ／撮影可エ
リア表記／取材導線図

■ 当日メディア対応タイムライン（想定）
10:30〜
メディア受付
プレスキット配布／受付・案内

11:20〜11:50
オープニングセレモニー
テープカット／トーク／フォトセッション

12:00〜13:00
会場メディアツアー
各ゾーン案内、企業ブース体験、取材協力

13:00〜
個別取材・自由取材
ご希望に応じてアーティスト・主催者囲み対応

メディアツアーの考え方
・注力メディアを設定し、メディアツアー参加を積極的にプロモート
・メディアツアー参加希望のメディアに対しては、事前に希望を確認し、出展企業への取材調整を実施
・各業界ごと、など参加希望メディアに応じてツアー内容を設計し、露出確度を上げる取り組みに

55



【SNS】（Instagram・X）

57

SNS上で好きが集まりやすいジャンルを中心にShort 動画コンテンツ作りに注力しそれらをInstagram・X等のSNSへ展開し、
リーチを最大化する。イベント集客に向けて、イベント告知コンテンツの作成やタレント肖像を活用したイベント告知を実施。

オウンドコンテンツ タイアップコンテンツ 

大規模イベントにて開催をするタレントを
活用したコンテンツの集客告知をSNSでも
実施。昨年度、タレント肖像を活用した投
稿のパフォーマンスが高かったので積極的
に投稿への広告出稿も行いリーチを広げる 

オウンドコンテンツとしてで発信を行う
ジャンルでフォロワー数の多いインフルエ
ンサーとのタイアップ投稿を展開すること
でより多くの方への展開を行う。発信力の
あるアカウントを通して「環境に優しい取
組‧GXに関する取組」を拡める。 

過去投稿の中でも伸びており、かつSNS上
で人気な［食］［おでかけ］［節約］［ラ
イフハック］ジャンルを中心にコンテンツ
作りを行い発信する。動画作りのポイント
として上記ジャンルのコンテンツを先に見
せて環境に優しい取組‧ＧＸに関する取組
を紹介。 

GXを浸透させるためのコンテンツと並行し
て、その他イベントで実施をする内容なら
びに、大規模イベントに向けた情報解禁を
ティザー期間を通して継続的に発信して、 
イベントまでの期待醸成を行う。 

GX 浸透コンテンツ② GX 浸透コンテンツ① 

タレント肖像を活用したイベント告知 イベント告知コンテンツ 



【ウォーカープラス（メディア活用）】

58

日本最大級の“トレンド”“おでかけ”情報メディアのウォーカープラスをはじめ、
大型イベント内容に合わせて随時出稿媒体を追加予定。

⇦ウォーカープラストップ画面（関東エリア）

⇩るるぶkids、るるぶmore、いこーよ（ファミリー）



【シティドレッシング】

59

都営・東京メトロ（ JRを除く）を中心にイベントへの誘客を主眼と置き、都民が多く利用する電車の車内ビジョン、及び、東京
ビッグサイトへの同線となる駅を中心とした媒体を選定。
2週間前からの都営ビジョンの実施、1週間前から当日に関しては、東京メトロを中心としたビジョンや単駅ジャックを実施。

7/20~7/13~目的媒体
ゆりかもめやりんかい線との接続がよい大
江戸線などを含むビジョンに掲出し、誘客
を目指す

チカッ都ビジョン

東京メトロの主要駅にて掲出し、都民の来
訪誘客を目指す

MCV1weekスポットネッ
トワークセット

東京メトロの社内ビジョンにて掲出し、都
民の来訪誘客を目指す

Tokyo Metro Vision(ＴＭ
Ｖ）１weekスポット

ゆりかもめへの乗換駅である新橋に掲出す
ることで、直接的な誘引を目指す

東京メトロ MCV単駅
ジャック新橋

東急大井町線がりんかい線に接続している
など利便性が高い。加えて、ベッドタウン
でもあるためファミリー層の誘客を見込む

東急 TOQビジョン



 資料２－１  

 

委託契約の締結について 

 

 

令和８年５月２９日に開催された業者選定委員会において、FORMULA E OPERATIONS LIMITED 

日本支店との契約が承認されたため、フォーミュラＥ東京大会を契機としたＧＸの広報に係る

企画運営業務委託について、下記のとおり契約を締結する。 

 

 

記 

 

 

１ 件  名   フォーミュラＥ東京大会を契機とした 

ＧＸの広報に係る企画運営業務委託 

 

２ 契約期間   契約確定の日の翌日から令和８年８月７日まで 

 

３ 契約金額   420,000,000 円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

 

４ 予算科目   委託料 

 

５ 契約の相手方 FORMULA E OPERATIONS LIMITED 日本支店 

 

６ 契約方法   TOKYO GX ACTION2026 実行委員会財務規程第１５条に基づき、特命随意

契約とする。 

 

７ 契約内容   会場に近接している東展示棟において、フォーミュラＥ主催団体の開催す

る FAN VILLAGE（ファンビレッジ）と TOKYO GX ACTION のコラボレーション

イベントを実施し、フォーミュラＥを目的とした来場者等にも大会を契機

とした発信を行っていく。都民の関心が高く高い発信力が期待できるフォ

ーミュラＥ東京大会の機会を最大限生かすことで、都民に対し効果の高い

発信を実現していく。 

 



FORMULA E x TOKYO GX ACTION FAN VILLAGE
 FE大会と連動させたイベントでの出展等により、FE大会の機会を活用した都民のＧＸ認知向上と参加機運の醸成を図る
 委託金額４.２億円で契約締結の予定（ＦＥＯへ随意契約）

スポンサー企業による 
展示や体験コーナー 

フォーミュラＥの
グッズストア

子ども向けエリア

Entrance Zone / 案内サインなど

Tsunaguruma

フード
ドリンクエリア

Stage Area

アーティストのパフォーマンス、 
ライブビューイング、 
ＧＸ啓発イベントの企画 

Girls on Track
女性がモータースポーツの世
界で活躍できる機会を広げる
ことを目的とするFIA Girls on 
Track プログラムと一緒に、
東京都が推進している女性活
躍の訴求を行うWSエリア 

Recharge Garden

Formula E観戦来場者が 
レース間の時間帯にリラッ 
クスしてもらうエリア。 
GXに関する説明の展示 
パネル等を掲出する 
 

日 時

会 場

2026年7月24日（金）メディアデー 
   7月25日（土）/   7月26日（日） 2日間 
開催時間：14:00〜22:00（両日とも） 
東京ビッグサイト（国際展示場） 
 東１〜３ホール 
  

名 称 FORMULA E x TOKYO GX ACTION 
FAN VILLAGE 

・ 東京都施策等の紹介
女性活躍推進 など

・ TOKYO GX ACTION の広報
ロゴ掲出等の会場内装飾 など

・ ZEV普及コンテンツの提供
ツナグルマ など

・ 会場内暑さ対策の実施
給水所・エコカップ配布 など

Hydro Station

給水所 
エコカップ配布 

ZEV体験コーナー
‧ＦＥの世界観を体験できる電動カート 
‧ Formula E 東京大会のコースを再現 
  シミュレーター 
  

●ロゴ掲出など会場内装飾 ●GXコンテンツ / 暑さ対策

●都施策とのコラボ

●その他FV内エリア

● イベント概要

● 委託内容
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 資料３－１  

 

委託契約の締結について 

 

 

令和８年５月２９日に開催された業者選定委員会において、FORMULA E OPERATIONS LIMITED 

日本支店との契約が承認されたため、東京ブランドアイコン等を活用した広告掲出業務等委

託について、下記のとおり契約を締結する。 

 

 

記 

 

 

１ 件  名   東京ブランドアイコン等を活用した広告掲出業務等 委託 

 

２ 契約期間   契約確定の日の翌日から令和８年８月７日まで 

 

３ 契約金額   200,000,000 円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

 

４ 予算科目   委託料 

 

５ 契約の相手方 FORMULA E OPERATIONS LIMITED 日本支店 

 

６ 契約方法   TOKYO GX ACTION2026 実行委員会財務規程第１５条に基づき、特命随意

契約とする。 

 

７ 契約内容   主な委託内容は以下の通り 

①TOKYO TOKYO アイコンを活用したブレーキボードの掲出 

②TOKYO TOKYO アイコンを活用したグランドスタンドの装飾 

③TOKYO TOKYO アイコンを活用したガントリーの電子装飾 

④TOKYO TOKYO アイコンを活用した装飾が施されたレース映像の放映の

実施 

 



東京ブランドアイコン等を活用した広告掲載

数量：1枚
場所：グランドスタンド1の背面
サイズ：23.35m × 4.00m
素材：ポリエステルメッシュ製
バナー
（マット仕上げ、反射防止・防水加工）

数量：１９枚のブレークボード（片面）
場所：コース内の各所
（ブレーキングゾーン手前）
サイズ：0.40m × 1.20m
素材：再利用可能なポリプロピレン製ブレークボー
ドに貼付された
標準的な粘着ビニール（剥がし可能、マット仕上げ）

 都民及び訪都外国人旅行者等に対し、ＧＸ普及に資するイベントを通じて、東京ブランドイメージの更なる普及・浸透と東京の都市としてのプレ
ゼンス向上を図る

 委託金額２億円で契約締結の予定（ＦＥＯへ随意契約）

スタートライン上に掲載。
Tokyo Tokyoロゴのほか、
ＴＤＫ・ＡＢＢ・ＦＥの掲載物が10秒間
隔で切り替わる
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参考資料１ 

第５回 TOKYO GX ACTION2026 実行委員会 出席名簿 

 

 

【委員】 

 

【オブザーバー】 

実行委員会における役職 所属・職 氏 名 

オブザーバー 
江東区環境清掃部温暖化対策課長 

（江東区環境清掃部温暖化対策課環境調整係長） 

宮澤 裕司 

（岩瀬 規恵） 

 

実行委員会における役職 所属・職 氏 名 

 

 

 

関係団体等 

東京都産業労働局働く女性応援担当部長 金子 しのぶ 

東京都スタートアップ戦略推進本部戦略推進部

スタートアップ戦略推進担当課長 
若林 三穂 

東京都産業労働局総務部広報担当課長 佐久間 麻由 

東京都産業労働局産業・エネルギー政策部 

水素取引推進担当課長 
二宮 祥子 

※()内は代理出席 

実行委員会における役職 所属・職 氏 名 

委員長 東京都産業労働局長 𠮷村 恵一 

副委員長 東京都産業労働局産業・エネルギー政策部長 米澤 鉄平 

委員 

公益財団法人東京都環境公社総務部長 

      (総務部経営企画課DX推進担当課長) 

佐藤 志信 

(穴井 慎也) 

株式会社東京ビッグサイト総務部長 

      (総務部企画広報課長) 

加瀬 大輔 

(石川 純子) 

一般社団法人東京臨海副都心まちづくり協議会 

統括事務局長 
中林 久則 



参考資料２ 
TOKYO GX ACTION2026実行委員会設置要綱 

 

（設置目的） 

第１ 2030年のカーボンハーフ、2050年のカーボンニュートラルに向けたＧＸの実現に向

け、省エネルギーの推進、ゼロエミッションビークル普及拡大やグリーン水素の利活

用等の脱炭素社会の実現に向けた取組を発信するため、都民の関心を高めることを目

的としたイベント「TOKYO GX ACTION」を開催する。 

本イベントの開催に当たっては、東京都をはじめ民間企業等が連携し、より効果の

高いものとするため、TOKYO GX ACTION2026実行委員会（以下「実行委員会」とい

う。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 実行委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

（１）会則、事務規程及び財務規程等の制定及び改廃に関すること 

（２）イベントの企画、広報及び実施に関すること 

（３）予算の編成及び決算の承認に関すること 

（４）イベントの事業成果の総括に関すること 

（５）その他設置目的を達成するために必要な事項 

 

（実行委員会の構成） 

第３ 実行委員会は、委員長、副委員長、委員、オブザーバー及び監事をもって組織す

る。 

２ 委員は、別表１に掲げる職にある者をもって充て、委員のうち東京都産業労働局長の

職にある者を委員長、東京都産業労働局産業・エネルギー政策部長の職にある者を副

委員長とする。 

３ 委員長は、実行委員会を代表する。 

４ 委員長は、必要に応じて実行委員会の会議を招集し、主宰する。また、必要に応じ

て、関係団体等に会議への出席を求めることができる。 

５ 委員長が不在のときは、副委員長がその職務を代行する。 

 

（オブザーバー） 

第４ 実行委員会にオブザーバーを置く。 

２ オブザーバーは、別表２に掲げる職にある者をもって充てる。 

３ オブザーバーは、求めに応じて実行委員会の会議に出席し、発言することができる。 

 

（監 事） 

第５ 実行委員会に監事を置く。 

２ 監事は、東京都産業労働局総務部計理課長の職にある者をもって充てる。 

３ 監事は、必要に応じて実行委員会の業務執行及び会計処理の状況を監査する。 

４ 監事は、会計年度における収入及び支出額が確定した後、速やかに実行委員会の収支



 

 

に関する帳簿及び証拠書類並びに決算について監査を行い、その結果を委員長に報告

する。 

 

（任 期） 

第６ 委員、オブザーバー及び監事（以下「委員等」という。）の任期は、実行委員会を

設置した日から解散する日までとする。ただし、委員等がそれぞれの所属機関又は団体

の役職を離れたときは、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 委員長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充す

ることができる。 

 

（報酬及び旅費） 

第７ 委員等への報酬及び旅費は、支給しないものとする。ただし、委員長が必要と認め

た場合には支給することができる。 

 

（解 散） 

第８ 実行委員会は、イベントが終了した後に開催される実行委員会の会議における議決

を経て解散する。 

２ 実行委員会が解散するときに存する残余財産は、事務局の手続きを経て、東京都に帰

属する。 

 

（事務規程等） 

第９ 実行委員会の事務及び財務等に係る規程については、実行委員会において定めるも

のとする。 

 

（その他） 

第10 本要綱に定めのない事項については、委員長が定める。 

 

 

   附 則  

 この要綱は、令和７年８月21日から施行する。 



 

 

別表１（第３関係） 

 

TOKYO GX ACTION2026実行委員会 委員 

 

職名 所属団体・職名 

委員長 東京都産業労働局長 

副委員長 東京都産業労働局産業・エネルギー政策部長 

委 員 公益財団法人東京都環境公社総務部長 

委 員 株式会社東京ビッグサイト総務部長 

委 員 一般社団法人東京臨海副都心まちづくり協議会 事務局長 

 

 

 

別表２（第４関係） 

 

TOKYO GX ACTION2026実行委員会 オブザーバー 

 

職名 所属団体・職名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 江東区環境清掃部温暖化対策課長 

 


